
仏

爾

緒

的

澤
　
正

明

静
出
恋
は
平
戸
松
浦
家
第
…
卜
円
代
の
】

Ｌ
で
、
津
は
清
、
静
山
は
隠
村
後
の
け
で
す
。

安
永
川
午

（
＾
Ｌ
Ｌ
五
）
に
わ
ず
か
―
六

歳
で
平

，ｆ
棒
の
群
Ｌ
と
な
り
、
以
降
…
ト

ハ

年
間
棒
政
を
出
り
、
外
Ｎ
の
圧
力
や
大
飢
郎

と
―１１
情
の
定
ま
ら
ぬ
中
に
、
文
武
の
奨
励

・

藩
政
の
振
興
に
つ
↑
し

わ
た
拓

しイー
で
す
。

ｒ

ま
た
、
静
山
公
は

「甲
ｒ
技
話
」
の
著
者

と
し
て
も
有
名
で
す
。
甲
ｒ
校
話
ｉ
し
八
巻

は
】
時
の
風
俗

・
社

会

・
山
然
現
象
な
ど

多
岐
に
わ
た

っ
て

，
ｉせ

さ
れ
た
随
神
朱
で
、

近
世
の
社
会

・
文
化

を
知
る
Ｌ
で
ｒｔ
碇
な

資
料
と
な

っ
て
お
り

ま
す

。
文
政

四
年

（
一
人
ｉ

（
）
計
許

月
十
し
Ｈ
、
『甲
ｒ

の
問
」
に
洋
き
起
こ

し
た
の
に
閃
ん
で
洋

名
と
し
て
お
り
ヽ
以
降
天
保
ト
ー
年

（
ハ
八

川

＾
）
人
ト
ー
歳
で
死
去
す
る
ま
で
―
卜
年

に
わ
た
り
洋
き
続
け
あ
れ
抵
生
た
。

紘
柿
家
の
だ
史

『家
１１１
伝
』
は
、
第
…
ト

代
棟
公
の
時
期
か
ら
資
料
の
収
集
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
本
格
的
な
稲
黎
■
米
は
静

―――
公
の
治
１１１
の
時
期
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
静

山
公
出
身
が
総
裁
と
な

っ
て
稲
繁
の
■
米
が

為
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

記
述
の
た
め
の
本
礎
資
料
と
し
て
林
内
の

前
介
を
行

つ
て
お
り
ま
す
。
家
々
に
伝
わ
る

系
田
や
―――

，
ｉど
の
提
出
を
求
め
、
各
地
の
突
地

前
企
を
し
て
お
り
、
そ
の
膨
大
な
記
録
が
松

浦
史
料
博
物
鮒
に
船
称
語
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の

．あ
ル
ｉｔこ
う為
＝
合
廻
神
社
仏
問
並
古
城

肌
古
墳
祥
相
礼
帳
」
ｉ
卜
…
附
が
あ
り
ま
す
。

覚
政
Ｌ
年
の
Ｈ
付
が
あ
り
、
神
社

・
仏
開
や

市
基
の
調
査
、
キ
い
伝
え
の
聞
き
取
り
な
ど

の
前
介
記
録
で
す
。
平
戸
藩
の
＝
合

（地
方
）
の
記
鉢
は
殆
ど
児
】
ら
な
い

中
で
、
こ
れ
は
監
碇
な
存
在
で
す
。

佐
世
保
方
面
に
関
し
て
も
締
密
な

記
鉢
が
あ
り
ま
す
。
寛
政
し
年
は
今

か
ら
約
１
百
年
前
の
時
代
で
す
が
、

そ
の

‐
ｉじ
鉢
を
頼
り
に
現
地
を
訪
れ
て

み
る
と
、
記
載
の
通
り
に
仏
像

・
神

像

・
石
造
物
な
ど
が
発
児
さ
れ
ま
す
。

消
え
か
か

っ
て
は

つ
き
り
し
な
い
文

字
も
判
読
が
出
来
、
雄
史
を

，
ｉｌｌ…
明
す

る
投
最
な
発
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
各
地
で
発
行
さ
れ
た
郷
Ｌ
史
の

監
碇
な
資
料
に
も
な
り
ま
し
た
。

静
山
公
は
…
卜
…
人
の
ｒ
女
に
恵
ま
れ
、

『ｒ
ｔ
大
名
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
。　
―

一
女
愛

ｒ
が
大
納
市
沖
山
忠
能
に
嫁
し
、
そ
の
――ｌｊ
に

う
ま
れ
た
慶
ｒ
姫
は
孝
明
天
Ｌ
に
嫁
し
、
明

治
天
Ｌ
の
御
生
け
と
な
り
ま
し
た
。

静
山
公
は
明
治
天
取
の
僻
机
父
に
あ
た
り

ま
す
。

／た
封
糾
＝


